
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日
提
出

質

問

第

二

二

六

号

日
米
安
保
条
約
改
定
時
に
お
け
る
核
搭
載
船
の
通
過
・
寄
港
を
認
め
た
日
米
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

226



日
米
安
保
条
約
改
定
時
に
お
け
る
核
搭
載
船
の
通
過
・
寄
港
を
認
め
た
日
米
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
四
日
付
東
京
新
聞
夕
刊
十
面
に
、
「
核
搭
載
船
密
約

確
認
迫
る

佐
藤
元
首
相
ら
に
米
側
『
寄

港
拒
否
』
で
危
機
感

外
務
省
も
記
録
保
管
」
と
の
見
出
し
で
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
時
に
、
事
前
協
議
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
核
兵
器
搭
載
船
の
通
過
・
寄
港
を
協
議
の
対
象
外
と
す
る
密
約
を
記
し
た
記
録
（
以
下
、
「
記
録
」
と

い
う
。
）
を
、
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
国
家
安
全
保
障
公
文
書
館
」
が
米
国
立
公
文
書
館
か
ら
入
手
し
た
と
報
じ
た
記
事
（
以

下
、
「
東
京
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
東
京
記
事
」
で
は
、
一
九
六
八
年
一
月
二
十
六
日
に
在
日
米
大
使
館
が
国
務
省
に
発
信
し
た
極
秘
公
電
（
以
下
、
「
極

秘
公
電
」
と
い
う
。
）
に
触
れ
て
い
る
。
「
東
京
記
事
」
に
よ
る
と
、
「
極
秘
公
電
」
に
は
、
当
時
の
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
駐
日
大
使
が
当
時
の
牛
場
信
彦
外
務
事
務
次
官
、
東
郷
文
彦
ア
メ
リ
カ
局
長
を
呼
び
出
し
、
同
年
同
月
に
開
か
れ
た

三
木
武
夫
外
務
大
臣
と
の
会
談
に
言
及
し
、
「
三
木
と
話
す
ま
で
日
本
政
府
上
層
部
、
少
な
く
と
も
佐
藤
首
相
は
わ
れ
わ
れ

の
立
場
を
理
解
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
」
と
述
べ
、
更
に
そ
の
際
、
核
搭
載
船
の
通
過
・
寄
港
を
核
の
持
込
と
は
み
な
さ

な
い
と
す
る
日
米
共
通
の
解
釈
を
確
認
し
た
一
九
六
三
年
四
月
の
当
時
の
大
平
正
芳
外
務
大
臣
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
大

使
の
秘
密
会
談
の
存
在
を
指
摘
し
た
旨
書
か
れ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
が
、
右
の
「
東
京
記
事
」
の
内
容
は
事
実
か
。

一



三

在
米
日
本
大
使
館
は
「
記
録
」
の
内
容
を
確
認
し
て
い
る
か
。

四

三
で
、
確
認
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

三
で
、
確
認
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
記
録
」
に
対
し
て
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


